
「
質
量
計

基
準
分
銅

少
な
く
と
も
一
般
計

量
士
一
名
以
上
を
置

く
も
の
と
し
、
そ
の

他
の
者
に
つ
い
て

は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

二
名

基
準
は
か
り

皮
革
面
積
計

基
準
面
積
板

周
速
度
計

二
名

一

一
般
計
量
士

二

独
立
行
政
法
人

産
業
技
術
総
合
研

究
所
（
以
下
「
研

究
所
」
と
い
う
。）

の
「
短
期
計
量
教

習
」
以
上
を
修
了

し
た
者
で
、
指
定

に
係
る
実
務
経
験

が
一
年
以
上
の
者

」
に
改
め
る
。

告

示

使
用
可
能
期
間
使
用
可
能
地
域

周
波
数
の
範
囲
（
注
１
）

等
価
等
方
輻
射

電
力
（
注
２
）

備
考

平
成
2
2年
７
月

１
日
か
ら
平
成

2
4年
６
月
3
0日

ま
で

関
東
総
合
通
信

局
管
内

1
5
1•
8
6
2

M
H
z
か
ら

1
5
1•
8
7
8

M
H
zま
で

1
0Ｗ
以
下

4
1
1•
9
3
5

M
H
z
か
ら

4
1
1•
9
8
5

M
H
zま
で

５
Ｗ
以
下

中
国
総
合
通
信

局
管
内

2
6
3
5
M
H
zか
ら
2
6
4
5
M
H
zま
で

5
0
0
Ｗ
以
下
（
空

中
線
電
力
は
1
0Ｗ

以
下
に
限
る
。）

陸
上
で
の
使
用
に
限
る
。

広
島
県
及
び
岡
山
県
に
限

る
。

九
州
総
合
通
信

局
管
内

7
5
G
H
zか
ら
7
6
G
H
zま
で

0•
1Ｗ
以
下

平
成
2
2年
７
月

１
日
か
ら
平
成

2
5年
６
月
3
0日

ま
で

北
海
道
総
合
通

信
局
管
内

1
2•
8
G
H
zか
ら
1
2•
9
5
G
H
zま
で
１
Ｗ
以
下

1
7•
1
G
H
zか
ら
1
7•
2
5
G
H
zま
で
１
Ｗ
以
下

1
9•
5
2
G
H
zか
ら
1
9•
5
8
G
H
zま
で
１
Ｗ
以
下

2
1•
4
5
G
H
zか
ら
2
1•
5
G
H
zま
で
１
Ｗ
以
下

2
1•
7
G
H
zか
ら
2
2
G
H
zま
で

１
Ｗ
以
下

2
7
G
H
zか
ら
2
7•
0
1
G
H
zま
で

１
Ｗ
以
下

3
2•
0
5
G
H
zか
ら
3
3•
2
5
G
H
zま
で
１
Ｗ
以
下

3
8•
0
6
G
H
zか
ら
3
8•
1
2
G
H
zま
で

0•
1Ｗ
以
下

二
周
波
方
式
に
よ
る
こ
の

周
波
数
帯
の
使
用
は
、

3
9•
0
6
G
H
z
か
ら

3
9•
1
2

G
H
z
ま
で
の
周
波
数
帯

と
対
と
す
る
。

3
9•
0
6
G
H
zか
ら
3
9•
1
2
G
H
zま
で

0•
1Ｗ
以
下

二
周
波
方
式
に
よ
る
こ
の

周
波
数
帯
の
使
用
は
、

3
8•
0
6
G
H
z
か
ら

3
8•
1
2

G
H
z
ま
で
の
周
波
数
帯

と
対
と
す
る
。

3
9•
6
2
5
G
H
zか
ら

4
0•
3
7
5
G
H
zま

で
0•
1Ｗ
以
下

4
2
G
H
zか
ら
4
2•
5
G
H
zま
で

2
0
0
0Ｗ
以
下
（
空

中
線
電
力
は
５
Ｗ

以
下
に
限
る
。）

陸
上
で
の
使
用
に
限
る
。

4
4•
1
G
H
zか
ら
4
4•
8
G
H
zま
で

2
0
0
0Ｗ
以
下
（
空

中
線
電
力
は
５
Ｗ

以
下
に
限
る
。）

平成™™年œ月š˜日 月曜日 (号外第˜˜š号)官 報

別
表
第
二
ガ
ラ
ス
製
温
度
計
（
ガ
ラ
ス
製
体
温
計
を
除
く
。）の
項
中
「
基
準
ベ
ッ
ク
マ
ン
温
度
計
」
を
削
り
、
同
表

ボ
ン
ベ
型
熱
量
計
の
項
及
び
ユ
ン
ケ
ル
ス
式
流
水
型
熱
量
計
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
金
融
庁

法
務
省

財
務
省
告
示
第
四
号

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
五
年
一
月
金
融
庁

法
務
省

財
務
省
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

法
務
大
臣

千
葉

景
子

財
務
大
臣

菅

人

「
ワ
コ
ビ
ア

バ
ン
ク

ナ
シ
ョ
ナ
ル

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市

サ

ブ
ロ
ー
ド

ス
ト
リ
ー
ト

百
二
十
三

ウ
ス
」
を
削
り
、
フ
ィ
フ
ス

サ
ー
ド

バ
ン
ク
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ジ
ェ
ー
・
ピ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
・
バ
ン

ク
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
・
エ
ス
エ
ー

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大
公
国

セ
ニ
ン
ガ
ー
バ
ー
グ
市

ル
ー
ト

デ

ト
レ

ヴ
ェ

六

ジ
ェ
ー
・
ピ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
（
ス
イ

ス
）
エ
ス
エ
ー

ス
イ
ス
連
邦

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市

ル
ー

デ

ラ

コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン

八

ジ
ェ
ー
・
ピ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
・
バ
ン

ク（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）ピ
ー
エ
ル
シ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ダ
ブ
リ
ン
市

ジ
ェ
ー
・
ピ
ー
・
モ
ル
ガ
ン

ハ
ウ
ス

イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

チ
ャ
ー
タ
ー
ド

バ
ン
ク
（
ホ
ン
コ
ン
）
リ
ミ
テ
ッ
ド

中
華
人
民
共
和
国

香
港
特
別
行
政
区

デ
・
ボ
ー
・
ロ
ー
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル

四
e

四

エ
ー

バ
ン
カ

ポ
ポ
ラ
ー
レ

デ
ィ

ソ

ン
ド
リ
オ

ソ
シ
エ
タ

コ
ー
ペ
ラ

テ
ィ
ー
バ

ペ
ル

ア
ジ
オ
ニ

イ
タ
リ
ア
共
和
国

ソ
ン
ド
リ
オ
市

ピ
ア
ッ
ツ
ァ

ガ
リ
バ
ル
デ
ィ

十
六

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
二
十
三
号

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
七
条
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定

実
験
試
験
局
と
し
て
使
用
可
能
な
周
波
数
の
範
囲
等
を
次
の
よ
う
に
定
め
、平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
総
務
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号
（
電
波
法
施
行
規
則
第
七
条
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
く
特
定

実
験
局
と
し
て
使
用
可
能
な
周
波
数
の
範
囲
等
を
定
め
る
件
）
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

›
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